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図 1 中部地域における主要な活断層と防災科研で掘削した
ね お だに の じま あ てら
活断層 ①根尾谷断層、②野島断層、③阿寺断層






























図 2 兵庫県南部地震によ り地表に現れた、野島断層の断層面










図 3 野島断層の ド リリングにより深さ 1 ,1 00m以深で採取され
た岩石試料。 円柱状の試料の縦断面を写したもの。（上の
写真に写ったスケー ルの全長が2.5cm)
上 ： 地霙にと もなう破砕をあまり受けていない部分
下 ： 破砕を強く受け、粘土のよう になった部分。地表にみ
られる断層面の地下の延長の可能性があり ま す。
図 4 阿寺断層の ド リリングにより採取された岩石試
料。長さ l mのコア箱に収納 されています。破
砕を強く受け、粘土状にな っています。
いるはずです。このような違いがどの
ように断層運動に影響しているのか、
まだよくわかってはいません。今後も
解析を続けていき、活断層で繰り返し
地震が起こる過程を読み取っていきた
いと考えています。
（問い合わせ先：地圏地球科学技術研
究部 小村健太朗）
